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ト
の
作
風
の
影
響
を
強
く
受
け
、
ま
さ
し
く〈
ラ
イ
ト
式
〉建
築
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

現
存
し
、
そ
の
独
特
な
魅
力
を
今
に
伝
え
る
住
宅
が
１
９
２
５（
大
正
14
）年
の
旧
近
藤
賢

二
別
邸
で
あ
り
、
１
９
２
８（
昭
和
３
）年
の
旧
加
地
利
夫
別
邸
だ
。
と
り
わ
け
旧
近
藤
別

邸
は
、
ラ
イ
ト
式
建
築
の
原
型
で
あ
る
ラ
イ
ト
の
生
み
出
し
た“
プ
レ
ー
リ
ー
ハ
ウ
ス（
草

原
住
宅
）”
の
デ
ザ
イ
ン
を
駆
使
し
、
し
か
も
そ
の
構
造
も
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
を
採

用
し
て
い
る
の
だ
。

工
法
も
ア
メ
リ
カ
式
を
取
り
入
れ
た〈
ラ
イ
ト
式
〉建
築
の

旧
近
藤
賢
二
別
邸

　

朝
日
石
綿
工
業
株
式
会
社
社
長
で
あ
っ
た
近
藤
賢
二
は
、
10
人
の
子
供
た
ち
が
楽
し

め
る
別
邸
を
建
て
た
。
辻
堂
東
海
岸
の
松
林
の
中
に
立
つ
水
平
線
を
強
調
し
た
個
性
的

な
そ
の
姿
は
、
木
造
２
階
建
て
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
低
く
水
平
に
広
が
り
を
見
せ
て
い

た
。
緩
や
か
な
勾
配
の
屋
根
の
軒
先
の
幅
広
の
鼻
隠
し
板
と
胴
蛇
腹
代
わ
り
の
幅
広
の

板
が
建
物
を
引
き
締
め
、
水
平
線
を
強
調
し
て
い
る
。
外
壁
も
ア
メ
リ
カ
建
築
ら
し
く

下
見
板
張
り
。
し
か
も
、
上
下
に
重
ね
た
板
材
の
下
部
に
細
い
角
材
を
打
ち
付
け
る
こ

と
で
、
水
平
線
が
繰
り
返
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
近
藤
別
邸
の
独
特
の
処
理
だ
。

　

板
と
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
幾
何
学
的
デ
ザ
イ
ン
の
玄
関
ド
ア
を
開
け
て
内
部
に

入
る
と
、
暖
炉
と
ソ
フ
ァ
ー
が
向
き
合
う
よ
う
に
配
さ
れ
た
細
長
い
大
き
な
居
間
兼
食

堂
だ
。
暖
炉
は
長
く
低
い
形
状
で
、
向
き
合
う
ソ
フ
ァ
ー
も
長
い
。
ま
た
、
そ
の
背
後

の
開
口
部
も
水
平
に
広
が
る
な
ど
、
水
平
線
の
強
調
が
内
外
に
見
て
取
れ
る
。

　

こ
う
し
た
ラ
イ
ト
式
の
デ
ザ
イ
ン
の
展
開
と
と
も
に
、
遠
藤
は
構
造
に
お
い
て
も
独

自
の
工
夫
を
行
っ
た
。
関
東
大
震
災
直
後
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
物
の
耐
震
性
を

考
え
、
建
物
全
体
を
軽
く
し
、
か
つ
、
建
物
全
体
が
一
体
と
な
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で

生
ま
れ
た
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
の
採
用
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ラ
イ
ト
の
も
と
で
建
築
を
学
び
、
ま
た
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工

法
に
よ
る
自
由
学
園
の
現
場
も
担
当
し
て
い
た
遠
藤
は
、
そ
の
豊
か
な
経
験
か
ら
、
土

台
や
柱
に
は
角
材
を
用
い
つ
つ
も
、
屋
根
を
支
え
る
小
屋
部
分
を
中
心
に
板
材
を
駆
使

し
た
軽
や
か
で
一
体
の
構
造
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
、
こ
の
建
物
は
取
り
壊
し
が
決
ま
っ
た
が
、
惜
し
む
近
隣
主

婦
ら
が
保
存
運
動
を
展
開
し
、
翌
年
、
藤
沢
市
の
賛
同
を
得
て
移
築
保
存
が
決
定
し
た
。

現
在
、
藤
沢
市
民
会
館
前
に
移
築
さ
れ
、
カ
フ
ェ
と
し
て
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
建
築
の
導
入
と
そ
の
定
着

　

戦
前
期
に
わ
が
国
で
流
行
し
た
建
築
様
式
は
多
種
多
様
だ
。
明
治
末
期
か
ら
大
正
期

の
初
め
は
、
世
紀
末
芸
術
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
や
ウ
ィ
ー
ン
で
生
れ
た
セ
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
流
行
し
た
。
こ
の
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
特
徴
で
あ
る
幾
何
学
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
大

正
期
に
な
る
と
オ
ー
ダ
ー
の
彫
塑
的
柱
頭
を
幾
何
学
的
な
も
の
へ
と
変
え
る
な
ど
、
歴

史
主
義
建
築
に
も
影
響
を
与
え
た
。

　

ま
た
、
こ
の
頃
、
住
宅
建
築
に
新
し
い
様
式
が
出
現
し
た
。
半
屋
外
空
間
で
あ
る
ベ
ラ

ン
ダ
を
備
え
た
バ
ン
ガ
ロ
ー
様
式
や
赤
瓦
と
白
い
荒
壁
を
特
徴
と
す
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
様

式
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
建
築
の
導
入
は
新
し
い
傾
向
で
、
明
治
期

は
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
新
様
式
が
導
入
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
正
期

頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
建
築
様
式
も
積
極
的
に
導
入
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
建
築
の
導
入
を
象
徴
す
る
建
築
は
、
１
９
２
３（
大
正
12
）年
竣
工
の
ア
メ
リ

カ
人
建
築
家
Ｆ
・
Ｌ
・
ラ
イ
ト
の
設
計
し
た
帝
国
ホ
テ
ル
で
あ
り
、
１
年
前
に
中
央
棟

を
完
成
さ
せ
て
い
た
自
由
学
園
明
日
館
で
あ
る
。
水
平
線
を
強
調
し
た
ラ
イ
ト
独
特
の

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
日
本
の
伝
統
建
築
と
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
や
が
て
〈
ラ
イ

ト
式
〉建
築
ブ
ー
ム
を
生
み
出
し
た
。

遠
藤
新
の〈
ラ
イ
ト
式
〉建
築

　

ラ
イ
ト
式
建
築
ブ
ー
ム
を
牽
引
し
た
の
は
、
ラ
イ
ト
の
弟
子
、
遠
藤
新
。
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
て
ラ
イ
ト
の
下
で
帝
国
ホ
テ
ル
の
設
計
を
行
い
、
ま
た
、
完
成
前
に
帰
国
し
た

ラ
イ
ト
に
代
わ
っ
て
帝
国
ホ
テ
ル
や
自
由
学
園
、
そ
し
て
神
戸
の
山
邑
邸
を
完
成
さ
せ

た
の
も
遠
藤
新
だ
。

　

多
く
の
作
品
を
残
し
た
遠
藤
の
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
作
品
は
、
師
で
あ
る
ラ
イ

旧
近
藤
賢
二
別
邸

竣
工
年
／
１
９
２
５（
大
正
14
）年

所
在
地
／
神
奈
川
県
藤
沢
市

設
計
者
／
遠
藤  

新

Ｆ
・
Ｌ
・

Ｆ
・
Ｌ
・
ラ
イ
ト
の
高
弟

ラ
イ
ト
の
高
弟
・・
遠
藤
新
の〈
ラ
イ
ト
式
〉建
築

遠
藤
新
の〈
ラ
イ
ト
式
〉建
築

第
四
回
／
旧
近
藤
賢
二
別
邸

第
四
回
／
旧
近
藤
賢
二
別
邸

内
田 

青
蔵 
（
神
奈
川
大
学
建
築
学
部
教
授
）

歴
史
的
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
建
築
物
を
訪
ね
て
──
明
治
～
昭
和
初
期

明
治
～
昭
和
初
期  

──    
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① 水平線を強調した玄関側の外観。中央部のちょっとした窪みが玄関。まさに別邸ゆ
えの玄関構えといえる。
② 玄関の見上げ。屋根の鼻隠し板や外壁の下見板、その下部に打たれた細い角材が水
平線を強調している。
③ 玄関扉。ガラスと板材の幾何学的組み合わせがモダンさを感じさせる。
④ 南側の外観。パーゴラがあり、建物と庭をつなぐ。
⑤ 西側に配置された居間兼食堂を玄関ホールから見る。突き当りの部屋は畳敷の寝室。
⑥ 居間兼食堂の暖炉。暖炉の形状も水平線を感じさせる。
⑦ 寝室として使われていた和室。押入れと床の間がある。床の間の脇には菱形の窓が
あり、その下には付け書院風の細長いテーブルが配され、新しい和室の創出といえる。 5

和室の構造アイソメ

1

photo・アイソメ：井上祐一

角材による柱が配されているが、他の
部材は大半が板材。ツーバイフォー工
法を基本としている様子が窺える。
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